
「令和８年度 MICE参加者向けサステナブルアクティビティ開発業務」 

公募型プロポーザル 特定結果 

 

令和８年度 MICE 参加者向けサステナブルアクティビティ開発業務について、公募型プロポーザル

方式で、受託候補者を特定しました。 

 

１ 件名 

令和８年度 MICE参加者向けサステナブルアクティビティ開発業務 

 

２ 主な委託内容 

（１） サステナブルアクティビティの企画開発 

（２） 実証実験の運営 

（３） セールスシートの作成 

（４） 事業報告書の作成 

 

３ 受託候補者 

横浜 DMC株式会社 

〒231-0014 横浜市中区常磐町１－２－１ 

 

４ 評価結果 

提案者 評価点数 順位 

横浜 DMC株式会社 336 １ 

株式会社新日屋 252 ２ 

 

５ 評価基準・評価委員会開催概要 

○評価基準 

 別紙参照 

○委員会開催日時及び開催場所 

 令和８年７月 15日(水) 10時 00分から 12時 00分 

 産業貿易センター３階 302会議室 

 

 

 

 

 

 

 



【別紙】 評価基準 

１ 評価方法    

(１)出席した評価委員（以下「評価委員」という）は、各評価項目について、配点により評

価を行う。    

(２)提案書に評価項目に該当する記載がない場合は０点とする。    

(３)１項目でも０点と採点された評価項目がある場合にはそのプロポーザルは特定されない。 

 

評価の視点 配点

1 実施方針

観光MICE都市・横浜への理

解および実施方針

・観光MICE都市・横浜としての魅力や強みを理解しており、それに基づい

た実施方針は本事業の目標達成が期待できるか。
5

2 アクティビティ企画開発 5

サステナビリティ

・アクティビティ実施時に排出される温室効果ガスの排出量については、で

きるだけ減らす内容になっているか。

・参加者が参加中にサステナブルなアクションを行っていると自覚できる工

夫・仕掛けがあるか。

20

内容・訴求力
・アクティビティの内容は、横浜の地域資源を活用した横浜ならではの特別

感があり、国際会議主催者に対し訴求力があるか。
20

含まれる要素

・各アクティビティに「文化体験（郷土料理、歴史・地域を知る等）」「会

議参加者同士の交流」「体験アクティビティ」のうちいずれか１点以上の要

素が含まれており、高い参加者満足度が見込める内容か。

20

時間設定、

参加者特性・ターゲット

層、ガイド手配

・開催時間帯・所要時間は、適切（早朝・朝または夕方に数時間の実施）で

あるか。

・参加者特性およびターゲット層は想定されているか。

・日英で実施可能なガイドが手配されているか。

10

3 実証実験 70

実証実験

・参加者管理、行程調整/手配、当日運営等が確実に遂行できる体制が整っ

ているか。

・適切なガイドの手配できるか。

・アンケート作成から回収まで、適切なフィードバック調査業務遂行が期待

できるか。

10

4 運営体制 10

業務実施体制
・全体の提案内容に具体性があり、確実に実施するための必要かつ十分な人

員体制を構築しているか。
5

事業スケジュール ・全体の事業スケジュールは、無理がなく計画的に設定されているか。 5

5 類似業務実績 10

5

総合点 100

評価項目

類似業務実績
・過去３か年以内（2023年～2025年）に、本事業趣旨と類似したアクティ

ビティ開発業務への知見があるか。
5
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